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Professor Tanaka Ueru, who specializes a soil science and rural development gave a lecture on the possibility 

of vanilla cultivation in Ulugru Mountains located in west part of Tanzania. Under prevailing poverty and soil 

degradation, vanilla is a potential spice cultivated at home garden, processed, kept for a long time, and sold at high 

price. Especially, the elders, who ordinary stay at home can engage in the process of vanilla cultivation such as hand 

pollination and processing, coping with both poverty alleviation and ecosystem conservation. 

 
 
 

第１回 UU-A 連続国際シンポジウム 

脆弱環境での貧困削減と生態環境の保全  
― タンザニア・ウルグル山域の事例 ―  

  
講  師：摂南大学 田中 樹 教授 

日  程：2021 年 10 月 28 日（木）17 時 30 分～19 時 00 分 
 

土壌学と地域開発を専門とする田中樹教授が、タンザニアの西に位置するウイグル山域におけるバニ

ラ栽培の可能性について講義。貧困と土壌の劣化が課題となっている地域で、バニラは地域の生態環境を

守りながら、ホームガーデンで栽培、及び加工することができ、 長期保存して高値で販売することがで

きる香辛料である。特に、家にいることが多い高齢者が、短時間の人工授粉や加工に関わることで収入を

得ることができ、生計向上と生態環境の保護の両立を図ることができる。 


















